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大田花き2023年品目別販売動向

バラ
バラの入荷量本数は昨年対比130％、
2019年対比110％となっており当社の入
荷数量は増加。
背景として、国内では生産コスト（電気・
重油・資材・肥料・輸送費）の高騰、特
に電気代の高騰を受け、ハウス内での例
年の生産温度への加温が厳しくなり需要
期採花本数は減少。
輸入品はコロナ禍による様々な制限も緩
和されたことで、本格的に日本へ出荷再
開。加えてウクライナ事情により、ロシア向
けやＥＵ圏諸国での販売力が著しく低下
してる為、日本向けの出荷が増えたことに
より、今期の入荷数は増加した。
引き合いは、コロナ渦で延期されたブライダ
ルの需要も重なり、平均単価も上昇。近
年にない高値で推移をした。赤バラがメイ
ンではあるが、ピンクや変わり咲のバラも引
き合いが強く、ブライダル需要にも重なり、
納品が困難な状況も見受けられた。

2019 2020 2021 2022 2023

金額 155,01 146,48 123,98 131,03 170,73

単価 92 87 88 100 122

本数 1,681, 1,679, 1,404, 1,310, 1,394,
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バラ取引実績（大田花き2月）

金額 単価 本数

2019 2020 2021 2022 2023

金額 29,426 28,981 26,370 26,607 34,053

単価 103 92 96 107 119

本数 286,07 313,77 276,09 248,83 286,37
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赤バラ取引実績（大田花き２月）

金額 単価 本数

2019 2020 2021 2022 2023

金額 57,436 59,653 77,142 81,294 103,35

単価 58 52 65 67 79

本数 996,54 1,155, 1,189, 1,204, 1,305,
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チューリップ取引実績（大田花き2月）

金額 単価 本数

チューリップ
年々出荷本数増加傾向、２月の実績で
昨年対比で本数108％、金額で127％、
単価116％の実績。バレンタイン需要週
（2/1～2/13）においても、2023年
（2/1～2/13）昨対比本数119％、
金額145％、単価122％。
新規事例として富山県にて染めチューリッ
プを取り組み高評価。次年は、モカ・ソピ
ア・チョコなどバレンタイン向けに計画生産・
出荷を予定。富山県ではミニの原種チュー
リップをバレンタイン向けに生産（『テタテ』
など）、この時期の定番アイテムとして需
要が高まっている。コロナ禍により、生産者
は希望品種を作付けできていない状況、
球根の輸入遅延などもあるが、各色動き
が良い。チューリップは低温下でも安定した
生産が可能、バレンタインのみならず1月か
ら3月まで継続して安定した需要がみられ
た。チューリップは春を告げる花として広く認
知されており、また、多種多様な色や咲き
方などの品種バリエーションを有することも
人気の要因として考えられる。

1. 市場・仲卸販売状況

＜例年需要の高いバラと昨年需要の変化の見受けられた季節品目の分析＞
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ラナンキュラス
昨年対比 取扱本数108％、単価114％。
FVに向けての作付け割合は多くはないものの、
1月の低気温の影響で一部出荷に影響があり、
2月上中旬にかけて、例年よりも出荷数量増と
なった産地が多い状況。
また作付品種群に関しては、昨年、一昨年と
不足感が感じられたダークピンク～ピンクの作付
けを各産地ともに割合を増やしており、FV需要
に合致する品種が揃ったことで例年に比べ中値
以上での販売となったと推察される。
バレンタイン需要週（2/1～2/13）の取引に
おいて、事前注文の動きが高まり、受注数は
昨対125％の結果であった。特にブーケメー
カー、サブスクリプション関連は、事前提案分が
まとまり納品増加。また、シャルロット系など変わ
り咲き品種に関しては、海外のバレンタイン需
要に向けて輸出も。色目や咲き方のバリエー
ションが豊富なため店頭フェアの要望も高まって
いる。季節花材で安定品質のため、バレンタイ
ン付近での引き合いが強くなっていると推察する。

スイトピー
本年度は１月中旬の高温、下旬の雪害や落
雷により生育不良が発生したことで、２月は各
産地で非常に少ない出荷数量となった。例年
に比べ非常に高い単価（昨年対比134％、
一昨年対比182％）での取引となり、全体的
に供給不足な月となる。
販売面においては、FVはもちろんのこと、輸出
需要が伸びてきており国内・国外共にスイート
ピーの需要が高まっている。特に国内では染め
品の引き合いが強く、アンティーク系のニュアンス
カラーや水色系など様々な染め品が人気となり、
注目を浴びている。季節の花として業務形態を
問わず需要が高いことから安定した販売に繋
がっていると推察される。

2019 2020 2021 2022 2023

金額 44,597 52,589 58,591 56,827 70,597

単価 73 71 66 85 97

本数 612,25 737,01 881,14 669,33 729,36
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ラナンキュラス取引実績（大田花き2月）

金額 単価 本数

2019 2020 2021 2022 2023

金額 61,083 59,512 58,700 71,043 90,526

単価 29 33 28 41 55

本数 2,140, 1,789, 2,112, 1,748, 1,660,
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スイトピー取引実績（大田花き２月）

金額 単価 本数

大田花きの販売動向の総括

2月初めに天候が回復し、出荷量は増加。全体の引き合いは鈍化傾向のスタートなる。しかしながら本年
は、バレンタイン当日が平日開催ということもあり、販売チャンスがあると見込んだ生花店様が多い状況。
本格的なバレンタイン商戦への仕入れとなる開市日も2月10日（金）、2月13日（月）の2日間あった
ことから、注文数が例年よりも増加。コロナ渦で減少傾向にあった品目も入荷量回復に向かう。
その他多くの春花では、バレンタイン週にかけて安定したご出荷いただいた。潤沢な入荷の中でも、需要と
合致した色目、品種等のバラエティを強化したことで単価に関しても安定し、例年以上に盛況な取引と
なった。年々要望の高まるチョコレートコスモスに続いて、今期販売のチョコレートカラーに染めたコワニーや
チューリップの要望が高く、来期に向けて出荷数量を増やしていただけるよう依頼を行っている。

1. 市場・仲卸販売状況
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2/13（月）は全体的に来場数は少ない状況。
が、FV用として一般小売、デザイナーの方中心に
動きが見られ、単価もやや高く推移した。
売れ筋花材は、スイトピーなどの春の小花類、そ
の他バラ、ガーベラの売れ行きが良好。バラは赤、
ピンクなど定番品種が売れ筋となり、アンティーク
系の色味、変わり咲きや上位等級の比較的高
単価な商材は多少動きが鈍い状況となる。
その他合わせのグリーンとして、コデマリや30㎝～
の短い仕立てのユーカリ類、アカシアの動きも活
発。各社FV需要で、暖色系の花材や春商材、
アレンジサイズの枝物が好調で、早い時間帯から
販売が良好となった。

●バレンタイン直前、2/13（月）場内仲卸の動向

●地方・場外市場のフラワーバレンタイン販売総括

郡山花き様セリ場の様子
（福島県郡山市）

比較的需要のある都内場外卸様も、通常業務の注文調整が多く、
なかなかFV提案まで着手できず今年の販売環境から力を入れられな
かったのが現状。が、場外仲卸店頭では動きがあると見込み、事前購
入行う生花店様が昨年よりもいらっしゃったとの声も上がる。少しずつ
関東近郊から拡がりが見えてきており、今後の提案次第ではFVの取
組が地方への伝播が加速する可能性は有ると考えられる。

メディア
露出

日本農業新聞

1. 市場・仲卸販売状況
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●専門店・チェーン店・スーパーマーケットのヒアリング結果

Ａ店：都内中心に店舗を構えるチェーン展開している専門店
バレンタインは、バラとパンジーをメインに展開。バラに関しては赤、ピンク系の他に、香り品種を通常期
よりも厚めに入荷。パンジーのフリル感が上品かつ可愛さを演出。
オフィス街に関しては、14日（火）当日の動きが大きくなる（店舗によるが昨年の110～130％強）。
昨年の倍量を投入も完売など。個人のお客様だけでなく、法人需要でも需要があった。
郊外の店舗では週末需要が高まり、赤バラよりピンク系が好まれる傾向が見られ、前年111％達成。オリ
ジナルでショコラカラーを打ち出すなどバレンタイン向けのアレンジ作成を行い、各店舗ともに販売は好調で
あった様子。結果、2月全体で120％近い実績となる。

Ｂ店：都内、神奈川中心に店舗を構えるチェーン展開している専門店
今期は好調な販売結果、昨年をしっかりと超えた。
14日（火）当日は夕方以降の客数が増加。販売の勢いもよく良好。客単価は平均して2,000円程。
低単価帯と高単価帯に二極化、高単価のお客様は赤バラ、ピンクの香りバラを中心としたブーケ。低単価
帯のお客様はチューリップ、ラナンキュラス、スイートピーなど春花をお求めになった。バレンタインを連想させる
チョコレートカラーや香りのよいチョコレートコスモスもよく売れた。

Ｃ店：静岡 御殿場拠点の生花店様
米軍の基地が近くにあることから花贈りに慣れた方が多い。人気なのはバラ、赤だけでなく、黄色など色目
問わず選ばれている。年々日本人の割合も増えてきているように感じている。20-30代のカップル、夫婦が
「バレンタインに花贈るんだよね」と言って店頭にいらっしゃる姿が見られた（←TikTokなどSNS効果？！）
やはりバラの需要は根強いが、お客様に併せて季節品目のおすすめを行っている。

スーパー ベルク様 群馬、埼玉、千葉、神奈川の132店舗にて販売

販売期間：1/14（土）～2/14（火）の1か月間
販売内容：バラ60㎝ ケニア産 赤、ピンク系を2本＋カスミ1本 ＠398

（昨年は輸入赤バラ50㎝3本＋カスミソウ1本を花束として＠398）
【販売結果】
数量：10,045束（昨年7,500束を販売）
消化率：91％（88％）
一昨年よりFVの取り組みを実施。昨年のFVではバラの販売を行っていただいた。FVでバラの動きが見られ
たことから、ベルク様本社ではバラの販売強化を行う意向となる。気温も下がり、品質、ご出荷ともに安定
する11月から本格的にバラの販売を開始。
FV当日の1カ月前から店頭にてポスター展示等、ポップを使用し店頭告知を行う。来店されるお客様に
求められる販売単価と長さなど仕様を事前に戦略を立て、今期は昨年よりも、10㎝長いバラを使用し、
ボリューム感のある提案を行う。
仕入れ価格は昨年よりも上がっているが、今年から自社加工を行うことで販売単価を抑え、お客様に
求められる商品開発を行うことで消化率を上げロスを減らし、売り上げ、利益の確保を図った。

【次年度に向けて】
地方、40代-70代の多い地域ではFVの動きは鈍い状況。
しかしながら、現場からはバレンタインならでは商材の要望や販促グッズを多く活用したい
との声が上がっているため、販促グッズの投入のタイミングを早め、周知を行う。
まだまだ男性から女性へという印象も強く、贈り方の周知を来期も行っていく。

1. 市場・仲卸販売状況
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119店舗＋オンラインショップで展開

●売上 既存店前年同日比 118.6%
既存店客数前年比 102.8%

●売れ筋・店頭VMD
今年のバレンタインは、香りを贈る「薫るバレンタイン」として展開。香りのバラの他、スイートピー、ヒヤシンス、
フリージア、リューココリーネ、水仙などで、五感に訴え、記憶に残るバレンタインデーを目指した。
外国人のお客さまには赤いバラの商品が人気、価格帯としては2000円台のブーケや赤いバラ数本にフル
ラッピングをつけるなどの商品も人気があった。

青山フラワーマーケット

AFM 池袋西武店

2. 大手チェーン店の取り組みと結果報告

AFM くずはモール店

AFMオリジナルの
丸型の商品タグも→

AFM ルミネ池袋店
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若年層の方が昨年に比べて多い傾向
男女ともに20代前半〜半ばくらいのお客様を多く見かけた

また今年は前日から準備されている人が多い印象もあり、認知度が上が
っているのではないかと思う。

男性の利用が多く、大きめのブーケがよく出ているという店舗もあり。
渋谷新宿周辺では、男性はチョコレートの紙袋を持って、女性は花束の紙袋を持っているカップルを街中で
多く見かけたという声があった。

18時以降は複数の店舗で、列に並ぶお客さまの大半が男性、ほぼバレンタインギフト需要。
またご自身のために購入しているのではないかと思われる20～30代の女性客も多く見かけた。

2/14 18時台●2月14日（日）当日の店頭の様子

AFM エキュート品川店

AFM 池袋西武店

AFM 渋谷スクランブル店

AFM 中目黒店

2. 大手チェーン店の取り組みと結果報告
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●プレスリリース・ブランドサイト

アンケートパブリシティ

ブランドサイト（ニュース）

記事化

↓

●SNS公式アカウント投稿

各店舗LINE

Instagram

Twitter

メディア
露出

2. 大手チェーン店の取り組みと結果報告
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●テレビ取材

テレビ朝日「スーパーJチャンネル」
フラワーバレンタイン特集（2/14当日放送）

テレビ朝日の公式TikTokで全編紹介 NHK広島放送局「お好みワイドひろしま」

AFM広島パルコ店のフラワーバレンタイン施策をご紹介

AFM広報パワーで、FV2024首都圏随一のテレビ取材に！
長尺の特集かつ、TikTokで同ニュースが全国に拡散

メディア
露出

2. 大手チェーン店の取り組みと結果報告
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全国約70店舗・
オンラインショップ

Hibiya-Kadan Style アトレ大船店

●売上 前年同日比 2月14日 売上 126％ 客数 198％
FV期間（2月8日～14日）前年比 売上：111％ 客数：183％

●売れ筋・店頭VMD
今年のバレンタインは赤バラをおすすめ。バラ束6本（3000～3500円）＞ダズン12本 ＞10本のバラ束
が特に人気。置き型のブーケを統一で展開していたが、置き型よりは花束が人気だった印象。ギフトユース
がほとんどだったが予約はほぼなし。当日のご来店がほとんど。外国人のお客様はバラの数指定でオーダー
（こだわりあり）、日本人のお客様は完成品のお買い求めが多かった。 3000円ブーケ人気、赤バラのみ
のオーダー多め。チューリップやバラ・ラナンキュラスなどメイン花材が今年も人気。

←タグ
直前のギフトラッピングのみならず、
事前告知用に自宅用束にも使用
「1.31」「2.14」「3.14」の日付の
刷り込みを意図

Hibiya-Kadan Style / HIBIYA KADAN

Hibiya-Kadan Style エキュート大宮店

そごう千葉店

2. 大手チェーン店の取り組みと結果報告

そごう大宮店 10



2/14 19時台

●2月14日（日）当日の店頭の様子

直前の土日はFV用途なし、送別・誕生日・お供えのオーダー多め。
13日から徐々にFV用途上がる、翌日の予約も多め、オーダーや完成品ブーケ（バラ５本＋グリーン）人気

14日当日は朝から１本巻などのオーダー有、引き続き3000円ブーケが人気
日本の方はカラフェ・ボトルなど低単価、外国人は高単価
バラのブーケやバラ2～３本のラッピング多め、オーダーに時間がかかること伝えるが時間に余裕のある方ばかり

都心店・帰着駅ともに17時以降から込み合った昨年に比べ、今年は昼過ぎから混み始めた。店頭は男性
のお客様中心ににぎわい、アジア系外国人の男性のお客様が急激に増加した印象。バレンタイン用途とし
て若者の入店も見られたが、若者が目立つほどの割合ではなかった。土日からバレンタインの用途もあったが、
当日にも来店が集中した。カップルや男性客の来店もみられるが、日中は女性のご自宅用の需要も多い。
コロナ禍のホームユース強化に伴い、午前中はホームユース利用での女性客の来店も多かった。

去年は低単価のものを多く展開していたが、今年は単価を上げて3000円以上のものを多く展開したため、
客単価が上がった→ほぼ完売。オレンジ系の素材だけ少し残った。

全体的には30～40代男性が中心で外国人多め、お客様のご様子で印象的だったことバラの品種にこだわり
あり、サムライが人気。男性は赤バラのみの花束、女性やカップルでのご来店の方は様々な花を混ぜたオーダー。

Hibiya-Kadan Style 渋谷ヒカリエ店

2. 大手チェーン店の取り組みと結果報告
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●ショップ公式SNS ●オンラインショップ公式SNS

●日比谷花壇オンラインショップサイト

《FV用途》
前年比 件数83.5％ 売上84.0％

チョコスイーツセット、グルメとのセット、
桜アイテム、バラアイテム、愛にまつわ
る花言葉のアイテムを中心に
展開。例年バレンタイン用途で売れ
ている2商品の展開が一時STOPし
ていたため、件数・売上ともに前年を
下回った。

2. 大手チェーン店の取り組みと結果報告

12



KARENDO（花恋人）

●売上
週末から14日の当日までで、前年約1.5倍の伸び
特に週末、14日の当日はたくさんのお客様にお越しいただいた！

●客層
30代男性が一番多い

●売れ筋
感覚ベースだが2000円前後の大きすぎないブーケ、バラの本数で
選ばれる方が目立った（5本8本9本など）※店舗ヒアリングより

●お客様のご様子で印象的だったこと
事前予約はあまり見受けられず、当日お越しになり、ふらっとお花をご購入いただくことが多かった印象。
モールの店舗が多いので、小さいお子さんと一緒に来られる男性の方もいらっしゃった。
またバレンタインデー周辺、結婚記念日なども多く、ブーケをご購入いただく男性のお客様多かった。
一部、海外のお客様もいらした。

2. 大手チェーン店の取り組みと結果報告

37店舗＋オンラインショップで展開（←花のスイーツなども↓）

人気の公式TikTokでも
サプライズの花贈りシーンを紹介

Instagramより
生花の他、ソープフラワーなどの雑貨も展開

13



10店舗、オンラインショップ

●売上 期間売上（2月8日〜14日） 118％ 当日比較 121%

＊13日月曜は来店数が伸び悩んだが、14日は各店来店数増加、客数前年比130％であった。

＊郊外店では、バレンタイン期間の売上は前年比107％、当日は前年比147％と大幅に伸びたことから、
直接会ってお花を渡している、FVの認知度も上がっていることがうかがえる。

＊ホワイトデーは当日は前年比148％と大幅増となった。

＊国際女性デーの当日売上は前年比117％、国際女性デーがメディアで取り上げられ、賛同する若年層
もミモザに興味をもち、自宅用やギフトに購入が増。ミモザ単品、ミモザが入ったブーケ共に、自宅用やギフト
に人気があった。

●お客様の動向

＊都心店、郊外店共にメインの客層は20～40代の男性。男性客数は着実に増えている。

＊店頭ではオリジナル販促タグを付けたダズンローズボックス、ブーケなど、各店の客層に合わせて独自の商品
を企画、展開した。メディアなどでの取り上げもあり単価アップに繋がった。

第一園芸・Bianca barnet

●店頭専用リーフレット ●オンラインショップ

恒例の3LSの店頭リーフレット
今シーズンは
“FLOWER POWER”がテーマ、
デザイナーズアレンジなど、
生花を中心とした商品を企画

2. 大手チェーン店の取り組みと結果報告
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●SNS施策

●メディア掲載
2023年1月26日(木)
日本農業新聞 産地戦略

メディア
露出

2. 大手チェーン店の取り組みと結果報告

15



●展開期間 2023年1月1日~2023年2月14日
●展開店舗数 約4,100店
●展開内容 ①店頭ポスター（B2サイズ）／タグの配布 ②店頭ツール「メニューシート」への掲載

JFTD花キューピット

メニューシート
店頭でお客様に花を選んでいただく際に使用する販
促ツール。2月のおすすめ商品の裏面にフラワーバレ
ンタインのコーナーを設け、FVと商品を紹介。

商品タグ

メディア
露出

花キューピットロゴ入り

2. 大手チェーン店の取り組みと結果報告
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九州の玄関口＝JR九州・博多駅とのコラボ企画

×
目的＝
CSR

目的＝
県産の花
アピール・
消費拡大

JR
博多駅

フラワー
バレンタイン

3. フラワーバレンタインPRイベント（抜粋）

17

●福岡県内の花産業を応援！博多駅を通じて地域活性化のご協力

●ご利用されるお客様へ感謝の気持ちを伝え、博多駅のファン層を増やす

●博多駅を花いっぱいにして「花あふれる博多駅」への構築

” 花は自由なラブレター” をキャッチに、もっと気軽で、かしこまらない、自由で

楽しい「フラワーバレンタイン」を博多駅をご利用される約42万人の方へPRを

行い、花きの消費拡大に努めたい

JR博多駅・目的

花卉業界・目的

JR九州・博多駅（福岡県）



3. フラワーバレンタインPRイベント（抜粋）
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NHK福岡放送

RKB毎日放送

TNCテレビ西日本

第一部終了後、報道6社の囲み取材

FBS福岡放送

TVQ九州放送

日本農業新聞

JR九州・博多駅（福岡県）

メディア
露出



3. フラワーバレンタインPRイベント（抜粋）

19

JR九州・博多駅（福岡県）



日本農業新聞

JR福岡駅イベント取材攻勢！
TV局4局のニュースで取り上げ

■NHK福岡放送
■RKB毎日放送
■TVQ
■FBS福岡放送

NHK福岡放送他
（2月初旬～2/14）

3. フラワーバレンタインPRイベント（抜粋）

圧倒的な
メディア
露出
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５日(日)には、大村秀章愛知県知事が
大切な人に花を贈る FVと あいちの花
のPRを行いました。

3. フラワーバレンタインPRイベント（抜粋）

●展開期間 2023年2月4日(土)、５日(日)
●展開場所 ミュープラット神宮前

2階吹き抜けスペース（名古屋市熱田区）
●展開内容 ワークショップ、フォトスポット、あいちの花プレゼント

μ’sセレクションの装飾

⒈ 好きな花を選んで作るワークショップ

⒉ フラワーフォトスポット

⒊ μ’sセレクション装飾

フラワーバレンタイン愛知（愛知県）



22

3. フラワーバレンタインPRイベント（抜粋）

●展開期間 2023年2月4日(土)、５日(日)
●展開場所 mozo ワンダーシティ 1F

イーストコート（名古屋市西区）
●共催 mozo ワンダーシティ
●展開内容 フォトスポット、花男子パフォーマンス（4日のみ）

ワークショップ（5日のみ）

⒈ 花いっぱいフラワーフォトスポット

⒉ 花男子によるスペシャルパフォーマンス

⒊ mozo でお花屋さん体験
好きな花を選んで作るワークショップ

フラワーバレンタイン愛知（愛知県）



3. フラワーバレンタインPRイベント（抜粋）
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花卉園芸新聞
2023年3月15日

メディア
露出

東海テレビ（2/14）
ニュースOne

日本農業新聞
2023年2月5日



3. フラワーバレンタインPRイベント（抜粋）
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浜松PCガーベラ（静岡県浜松市）

●展開期間 2023年1月16日（月）-3月4日（土）
●展開場所 浜松フラワーパーク
●展開内容 フォトスポット、花男子パフォーマンス（4日）

ワークショップ（5日）

●展開期間 2023年2月1日（水）-14日（火）
●展開場所 遠鉄百貨店
●展開内容 品種展示、アンケート・各ショップでのPR

●展開期間 2023年2月3日（金）-15日（水）
●展開場所 浜松市役所本館
●展開内容 品種展示、各課に専用花瓶で展示

●展開期間 2023年2月12日（日）
●展開場所 フラワーバレンタインウォークin浜松
●展開内容 道行く人たちに花束プレゼント

メディア
露出

静岡朝日TV
中日新聞、静岡新聞
K-MIX（FMラジオ）
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静岡駅イベントの様子

四国新聞他
琴電瓦町駅のフォトスポット

3. フラワーバレンタインPRイベント（抜粋）

香川県高松市

フラワーバレンタイン静岡

メディア
露出

その他事例



都内／BSSTO5周年 別所哲也×LiLiCoアニバーサリーナイト

◆イベントの様子 https://www.youtube.com/watch?v=Nkdg7PJ7doY

愛にまつわるショートフィルムの上映後、花好きの別所さんLiLiCoさんそれぞれが相手をイメージしたFVブーケの交換。
フラワーバレンタインの紹介や花贈りの素敵についてトークが繰り広げられた。J-WAVEのナビゲーターとしてお二人とも
長くフラワーバレンタインに関わってくださっているので、内容もパーフェクト！

イベント名：ブリリア ショートショートシアター オンライン 5周年記念アニバーサリーナイト
日時：2023年２月10日（金）19:00〜21:00
会場：BPM（東京都世田谷区池尻2-31-24 信田ビル 2F）
主催：ブリリア ショートショートシアター オンライン（株式会社ビジュアルボイス）
コラボレーション：花の国日本協議会
協力：第一園芸（花束制作）、横山園芸（エディブルフラワー）、はなどんやアソシエ（お土産用バラ）

3. フラワーバレンタインPRイベント（抜粋）

26

https://www.youtube.com/watch?v=Nkdg7PJ7doY


イベント開場前に、別所さんとLiLiCoさんによるスペシャルビデオレターの撮影を実施。
特に若い方に向けて、フラワーバレンタインと花贈りについて語っていただいた。素晴らしい内容！！

https://www.flower-valentine.com/ （FV公式サイト内TOPICコーナー）
https://www.youtube.com/watch?v=Mr0DSrKhCVc

◆別所さん＆LiLiCoさん スペシャルビデオレター

3. フラワーバレンタインPRイベント（抜粋）

◆LiLiCoさん人気ブログ（2023年2月11日）

イベント翌日、LiLiCoさんのブログでも詳細レポートあり。
特に花の紹介が多く、フラワーバレンタインについてもリンク付きでご紹介。

27

https://www.flower-valentine.com/
https://www.youtube.com/watch?v=Mr0DSrKhCVc


2/10のイベントの様子がORICON NEWSなどで
記事化、Yahoo！ニュースなどにも取り上げられた。

3. フラワーバレンタインPRイベント（抜粋）

メディア
露出
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PRTIMES： https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000017.000054763.html

4. メディアタイアップ

ニュースリリース配信（2023/1/27）フラワーバレンタインラジオ

29

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000017.000054763.html


4. メディアタイアップ

花のあるコミュニケーションの素晴らしさを伝えるプロモーションとして、愛や感謝の気持ちを花で伝える「フラワー
バレンタイン」にご賛同くださるさまざまな異業種企業とのコラボレーションを、全国各地で積極的に推進。
2023年度は、全国8局のラジオ局とタイアップが実現、地域の花店や花市場、生産者の方々のご協力で、
地域の生活者にラジオからもFVをPR、ハートフルな音楽と素敵な花贈りのストーリーで共に盛り上げる。

◆公式サイト内特設サイト https://www.flower-valentine.com/fvradio

◆企画の背景と目的
FV2022までの8年間、FMラジオ局・J-WAVEと展開してきた「FLOWER VALENTINE with J-WAVE」
では、番組企画と首都圏の花店が連動することにより、フラワーバレンタインの認知や理解が広がり、リスナー
の方々が近隣の花店に足を運んでくださることによって、花店の志気も一層向上するなど、コラボレーション効果
が顕著に認められた。さらに、コロナ禍によるライフスタイルの変化でradiko（ラジコ）が若年層に浸透するなど、
ラジオ聴取が増加傾向にあるという背景を受け、本年度は地方の花業界を巻き込みながら、全国のラジオ局
とタイアップ企画を横展開することで、地方エリアにおけるFV、および若年層の花贈りの活性化を図った。

フラワーバレンタインラジオ

企画自体が
メディア露出
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◆全国8曲のラジオ局でフラワーバレンタイン特集

SNS投稿
プレゼントキャンペーン

4. メディアタイアップ
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◆番組特設サイト（2023年2月1日公開）※現在はページ削除

北海道｜札幌FM NORTH WAVE（エフエムノースウェーブ）

キャンペーンタイトル：FM NORTH WAVE Flower Valentine

期間：2023年2月1日（水）～2月14日（火）

主な番組：
2月10日（金）9:00～13:00 MOVE ON UP！（DJ増田佳織）
2月14日（火）6:00～9:00 KAT’S IN THE MORNING（DJカツノリ）

特設コーナーURL（2月1日公開）：https://www.fmnorth.co.jp/topics/986/

協力：北海道フワラーコミュニケーションズ、花キューピット北海道ブロック、フルーロン花佳、西山生花店、
花の国日本協議会

今期2回目のタイアップ

各局の取り組み事例（抜粋）

4. メディアタイアップ
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MOVE ON UP！（DJ増田佳織）
フラワーバレンタインスペシャル
2月10日（金）9:00〜13:00

▼10:00-10:10 「MOVE ON HOKKAIDO」
花店「テーブルフラワーズ」出演（フラワーセラピーについて）
▼10:35-10:50 「WEEKEND GARDEN」
花店「フルーロン花佳」薄木健友氏スタジオ生出演（花を長く楽しむ方法・選び方・贈り方）
▼12:00-12:15
花の国日本協議会・小川典子電話出演（フラワーバレンタインについて）

番組独自のプレゼント企画も！

◆番組出演

4. メディアタイアップ
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宮城｜Date FM エフエム仙台

キャンペーンタイトル：FLOWER VALENTINE RAD REQUEST CHALLENGE

期間：2023年2月6日（月）～2月14日（火）※金土日除く

主な番組：
RAD～Radio All Day～ 13:30～15:50
2月6日（月）7日（火）13日（月）14日（火） / DJワタナベ智之
2月8日（水）9日（⽊） / DJ中村マサトシ

特設コーナーURL：（2/6公開）http://www.datefm.co.jp/

協力：株式会社多賀城フラワー、株式会社ハナサク、宮城県花卉商業協同組合、仙台生花株式会社、
株式会社仙花、仙台市中央卸売市場花き仲卸協同組合、仙台市中央卸売市場花き部運営
協議会、花の国日本協議会

◆Date fm公式サイト内コラボ情報（2023年2月6日公開）
https://www.datefm.co.jp/sys_data/articles/848600007226.html

◆番組出演（電話インタビュー）

▼2月6日（月）花の国日本協議会・小川典子
▼2月8日（⽊）花店「多賀城フラワー」鈴⽊貴資社長
▼2月14日（火）宮城県花卉商業協同組合事務局長

石田徹郎氏

↑インタビュー原稿事例
石田徹郎氏出演回

⇒実際のご出演内容も素晴らしかった！

4. メディアタイアップ
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茨城｜LuckyFM 茨城放送

キャンペーンタイトル：Flower Valentine with LuckyFM

期間：2023年1月31日（火）～2月14日（火）

主な番組：
1月31日（火） 16:00～18:30（16:45～16:55）CONNECT（パーソナリティ・MiC）
2月8日（水） 13:00～16:00（14:10～14:20）MUSIC STATE （パーソナリティ・マシコタツロウ）
2月14日（火）13:00～16:00（14:30～14:45）MUSIC STATE（パーソナリティ・大島千穂）

特設コーナーURL（1月30日公開）：https://lucky-ibaraki.com/post_info/234814/

協力：いばらき花プロジェクト、いばらきの花振興協議会、
花咲、花の店サトー、花かんざし、アトリエねむ、神生バラ園、
株式会社パーク・コーポレーション、花の国日本協議会

以前よりフラワーバレンタイン
つくばのイベント紹介などで

番組出演実績あり

◆花店店頭用
キャンペーンステッカー制作

水戸市、つくば市中心に花店
約200店にて掲出
制作:いばらき花プロジェクト、

いばらきの花振興協議会
デザイン:パーク・コーポレーション

◆Lucky FM公式Twitter投稿事例

4. メディアタイアップ
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愛知｜ZIP FM 

番組ご出演の花店「フローリストみき」さんより

通勤時間帯の出演だったせいもあり、花屋仲間以外の知り合いから
の反響も大きく、ラジオの影響力を実感しました。

前日から当日渡せないお客様のご来店があったり、
当日は昨年より来店者数が少し増えたように感じました。

来店された方の中には当店を知っていてZIP-FMを聴いてこられた方、はじめてフラワー
バレンタインに贈る方、当日の朝テレビで見た方や、毎年贈っている方、ちょうど記念日
の方、海外の方、などなどのお客様がご来店。

名古屋・愛知はこの時期はマスコミのほとんどがJR名古屋駅高島屋のショコラ大イベント
を毎日どこかの局が放送していてラジオパーソナリティさんが仰っる通り「チョコ一強」なん
です。

しかし、今回のZIP FMさんとのコラボは「フラワーバレンタイン」を何度も連呼されて
いて視聴者さんたちはバレンタインネタの中にこのキーワードがあるのは？？？？というこ
とからご自身で検索されたりしてくれたと私は思いました。来年もご縁があればFMラジオ
でのPRは必要！ぜひ地方局にもご協力をお願いします。

4. メディアタイアップ

広島｜FMちゅーピー

連日日替わりで
広島市の花店さんや
地元花生産者さんが
番組出演！
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TikTok に初チャレンジ

5. SNS施策

若年層向けSNS施策としてTikTokをチョイス。フラワーバレンタインがTikTokの公式アカウントを持つ形で
はなく、すでに多数のフォロワーを抱える人気TikTokerから配信してもらう手法で展開した。

◆TikTok投稿動画より（抜粋）

撮影協力花店：沖縄県 Flower shop ラパン様（イーフローラ様ご紹介）

◆バレンタイン直前の2/9（木）に、人気TikToker「カケルノノカ」から配信
◆TikTok内「おすすめ」に掲載される広告運用

メディアタイアップ＝
フラワーバレンタインラジオ企画内でも
SNSプレゼントキャンペーンを別途実施
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メディア
露出

◆再生回数・波及効果

若年層にしっかりリーチ、
50万再生超え！

日本農業新聞

5. SNS施策



6. プロモーション効果検証

消費者意識実態調査結果（抜粋）

１．調査概要

企画： 花の国日本協議会 2011年以降、毎年同時期に実施

実査： 株式会社ウェルコインターナショナル

実施期間： 2023年3月20日～ 2023年3月22日

対象条件： 20～40代の男性546名、女性554名 計1100名（全国）

調査方法： インターネット調査

※2021年に「ジェンダーフリー化」を意識した対象条件に変更。性別の設問枠を廃止。

２． 調査目的
「フラワーバレンタイン」「国際女性デー」のプロモーションの基礎資料として、花贈りに関する生活者の意識や購買
行動を調べる。認知率、購入率などの基本事項については、継続データを蓄積する。いい夫婦の日、愛妻の日、
ホワイトデーの購買行動についても調査する。

３． 調査項目
大きく下記の１から３のテーマに分けている。次頁以下に要約と集計結果を示す。

1. 認知率、認知経路
バレンタインデーの意味の認知率、「フラワーバレンタイン」の認知率、認知経路、

2. 購入率、購入意向
ギフトとしての花の購入率、購入意向（2011年～ バレンタインデー、2019年～ 愛妻の日、
ホワイトデー、2021年～ いい夫婦の日追加）

3. ギフトとしての花の位置づけ
バレンタインデー、いい夫婦の日、愛妻の日、ホワイトデーに花を贈った人が、贈り物として花を選んだ
理由（2020年からの質問）
花を贈ることについて共感できること、
“ちょっとしたご褒美”で自分にプレゼントしたいもの（2023年から質問）
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●バレンタインデーの意味の理解、今年の過ごし方

◆バレンタインを「大切な人同士が愛や感謝を伝え合う日」と認識している人は全体で64.5%

「世界各国で主に男性から女性に花を贈る」は46.6%、「世界でいちばん花を贈る日」は18.0となり、

時系列では上昇傾向にあった。

▶本来の意味が浸透し、花贈りとの関係では、継続的なPR活動の効果が現れつつある。

◆今年のバレンタインは累計で54.8%の人が家族やパートナーなどと何らかのスタイルでイベントを楽しんだが、

家族やごく親しい間柄の人とささやかな楽しみ方が多い傾向。「誰とも特に何もしなかった」が最も高く60.5%に

達した。

▶コロナ禍は回復の兆しを見せているが、世界的な物価高騰などの影響か、消費者マインドとしては従来型の

バレンタインイベントは引き続き縮小傾向であると推察される。

●フラワーバレンタイン認知

◆FVの認知率は21.1%（以前から＋今年初めて知った）で2022年から上昇。

◆時系列では、2018年以降、男性の認知が女性を上回る傾向。認知の内訳の変化を見ると、2023年は

「以前から知っている」が13.9%で、21年の10.8%から上昇している。

▶2018年ごろからFVは男性の関心を獲得しており、21年以降「以前から知っていた」が上昇系傾向あり、

理解浸透の兆しが見えている。

◆認知経路は「花店の店頭ポスター」が最も高く45.3%。次いで「テレビ」が29.3%、花店のPOPやチラシなど」が

25.4%、「SNS投稿」が19.0%と続く。

▶店頭での情報接触は認知獲得に有効。またテレビやSNSもPR媒体として欠かせない。

◆今年「フラワーバレンタインラジオ」取り組みエリアで「ラジオ」のポイントが上がっているエリア・県もあることが確認

されている。47都道府県では、活動量の多い福岡県が断トツ31％の認知率で「テレビ」の影響大！
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■調査結果のサマリー

6. プロモーション効果検証



●花の購入率、購入意向

◆直近の花の購入率／購入意向 ※（）は男性の数字

バレンタインデー購入率 ： 全体5.4%（うち男性7.5%）、前年は全体4.1%

（うち男性6.2%）で微増。

バレンタインデー購入意向： 全体9.5%（うち男性11.4%）、前年は全体8.4%

（うち男性10.3%）で微増。

ホワイトデー購入率 ： 全体5.7%（うち男性8.2%）、前年は全体4.7%

（うち男性7.2%）で微増。

ホワイトデー購入意向 ： 全体8.4%（うち男性10.8%）、前年は全体7.1%

（うち男性10.8%）で微増。

▶コロナ明けの影響か、購入率・購入意向はわずかに上昇。ＦＶ認知も上昇傾向にあることから、これまでの

継続的なイベント開催や告知活動の効果が現れたものとみられる。

いい夫婦の日購入率 ： 全体7.2％（うち男性14.7％）、前年は全体6.0%

（うち男性12.2%)で微増。

いい夫婦の日購入意向： 全体11.9％（うち男性21.2％）、前年は全体9.0%

（うち男性14.6%）で増加。

愛妻の日購入率 ： 全体6.5％（うち男性11.4％）、前年は全体4.5%

（うち男性8.7％）で増加。

愛妻の日購入意向 ： 全体6.9％（うち男性13.6％）、前年は全体5.5%

（うち男性10.4％）で増加。

※いい夫婦の日、愛妻の日は既婚者に質問。

▶既婚男性でいい夫婦の日や愛妻の日はパートナーへの花贈りのタイミングとして関心度が高まっている模様。
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■調査結果のサマリー（続き）



●ギフトとしての花の位置づけ

◆プレゼントに花を選んだ理由（Ｑ８で贈った人ベース）

• いずれかの記念日のプレゼントに花を贈った人は全体で92名(8.4%)。うち70人が男性(76.1%)、

20～30代が67人（72.8%)であった。

• 花を選んだ理由は「プレゼントする相手が花が好きだから（58.7%）」が最も高い。次いで「花店のポス

ターやＰＯＰを見て気づいたから」「WEBニュースやブログなどで話を読んだ」が同率2位（25.0%)。次い

で 「テレビ・ラジオ・新聞などで話を聞いた(23.9%)」「相手からねだられたから（22.8%)」などが高い。

▶若い男性を中心に相手の好きなもの、喜ぶもの（＝花）を贈りたいという意識が背景に見て取れ、店頭や

SNS・WEBメディアによる告知活動は購買喚起に有効と考えられる。

◆花贈りで共感できると思う項目（2022年から追加した設問）

• 「花はもっと自由に気軽な気持ちで贈ってよい（35.7%）」 「花を贈ることはすごくロマンティックな行為

（23.9％）」 「一輪だけで贈ったり贈られたりも素敵（21.0%)」「花は特別なタイミングに贈るもの

(19.3%)」「サプライズは素敵だと思う（18.5%）」などが全体で高く、またこれらの項目では女性が

男性を上回った。

• 若い世代では「花は特別なタイミングに贈るもの（20代20.7%）」「サプライズは素敵だと思う（20代

19.6%)」「花言葉が気になる（20代19.3%)」などが高くなっている。

• 男性は「当てはまるものはない」が39.0%で最も高くなっている。

▶女性や若い世代は花贈りに特別でロマンティックなシチュエーションを重視する一方で、もっと気軽に贈りあい

たいという意識も感じられる。少ない本数や買いやすい価格帯、花言葉などで演出したコミュニケーションが

有効と言える。

◆自分へのちょっとしたご褒美プレゼント（2023年から追加した設問）

• 自分へのちょっとしたご褒美プレゼントとして買いたいものは「スイーツ（44.5％）」「外食・グルメ・飲酒

（34.5%）」の飲食関係が上位2位だった。

• 次いで「ファッショングッズ(28.5%)」「コスメ・美容グッズ（22.2%)」などのニーズが高く、特に女性や若い

世代での傾向が顕著だった。また女性では「アクセサリー・ジュエリー」が24.4%と、リラクゼーション系よりも

高くなっている。

• 男性は「特にない」が37.2%と女性を大きく上回った。

• ご褒美で「花・観葉植物」と回答した人は全体で8.6%。40代で10.3%とやや高い傾向。

▶ちょっとしたご褒美プレゼントでは、気軽に買えるスイーツやグルメのほか、ファッションやコスメ・美容、アクセサ

リー・ジュエリーが女性に人気。自分自身への花贈りの需要はいまひとつなのが現状である。
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⚫ フラワーバレンタインの認知率を時系列でみると、2023年は前年に比べ全体で2.3ポイントの上昇がみられた。
⚫ 性別にみると、2018年以降、フラワーバレンタインの認知は男性がより高い傾向にあり、2023年は3.2ポイン

ト上昇。近年は “友チョコ”など女性同士でチョコレートを送りあうイベントとしてバレンタインデーが定着しており、
「主に男性から女性に花を贈る」イベントである“フラワーバレンタイン”は男性層にとって新鮮な響きを持ち、関心
を引いていると考えられる。

43

認
知
率

%

フラワーバレンタイン認知率

【経年変化 性別（2011年3月および、2017年以降）】

Q2.「フラワーバレンタイン」という言葉をご存知ですか？（n=1100 SA）
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男性：n =546、女性：n=554

注１：2020年には設問文が、2021年には選択肢が変更されている。2020年は設問文でフラワーバレンタインについての解説をつけずに、
認知をとる形に改められた。2021年は、従来の「知っている」の選択肢が「以前から知っている」「今年初めて知った」に分割された。2021年
以降の認知率は両者の合計値。
注２：時系列データが増えグラフ表示が煩雑になるのを防ぐため、今回レポートより時系列データを一部割愛している。調査が開始された
2011年を起点として表示し、2012～2016年は割愛した。
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全国で
20-40代男性
の4人に1人！
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30.0
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以前から知っている 今年初めて知った

認知計 18.7%

⚫ フラワーバレンタインの「以前から知っている」「今年初めて知った」という詳細項目の経年変化を見る。
⚫ 2023年は「以前から知っている」が13.9%と、ここ3年で上昇傾向にあり、全体の認知率の引き上げにつながっ

た。

※2021年度は、コロナ禍の特別措置でプロモーション費用が例年に比べ大幅に増加し、SNS施策などをかなり
大々的に行ったことが、認知率を押し上げた。年に一回の企画において、その時にかけるプロモーション費用と
認知の獲得は比例するということが証明された形だ。
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【詳細項目の経年変化 全体】

注：2020年には設問文が、2021年には選択肢が変更されている。2020年は設問文でフラワーバレンタインについての解説をつけずに、
認知をとる形に改められた。2021年は、従来の「知っている」の選択肢が「以前から知っている」「今年初めて知った」に分割された。2021年
以降の認知率は両者の合計値。

認知計 32.6%

認知計 21.1%

フラワーバレンタイン認知率

Q2.「フラワーバレンタイン」という言葉をご存知ですか？（n=1100 SA）
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⚫ 性別でみると、男性で店頭POPやチラシ、テレビ、他のウェブサイトやブログ、FVのHPなどが高くなっており、男性
層の認知獲得に貢献しているとみられる。

⚫ 店頭ポスター、ＳＮＳ投稿、テレビには大きな男女差は見られない。
⚫ 年代別では、20代は「口コミ」がほかの年代に比べて大幅に高い。40代でテレビが店頭ポスターを超えている。
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Q3 Q2で「フラワーバレンタインを知っている」とお答えの方に伺います。あなたは「フラワーバレンタイン」という言葉を、どこで知りま
したか？（FV認知者 ＭＡ ｎ=232）

【性別】 【年代】

フラワーバレンタイン認知経路

6. プロモーション効果検証
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Q8 いい夫婦の日（11/22)、愛妻の日（1/31）、バレンタインデー、ホワイトデー、国際女性デー（3/8）に花を贈ることに
ついて、以下の項目ごとに、ご自分にあてはまるかどうかをそれぞれお選びください。※表示された項目についてお答えください。

（いい夫婦の日、愛妻の日は性別とも既婚者全員、n=447 、
バレンタインデー、ホワイトデー、国際女性デーは全員、n=1100、各SA）

※ 花を贈る＝購入と置き換えて集計している。実際には、両者は必ずしも同じではない。
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各記念日ごとの花の購入率、購入意向

【全体／性別】 過去に贈った日

【全体／性別】 今年(直近)に贈った日

【全体／性別】 来年に贈りたい日

⚫ 提示した各記念日に花贈りの経験がある人はいい夫婦の日が最も高く10.3%。男性で「いい夫婦の日」の
購入率（過去・直近）が高い傾向。

⚫ どの記念日も、購入意向（来年送りたい）は男性が女性より高い傾向にあり、今後も男性を意識した関心
喚起のための継続的な施策が必要と考えられる。

過去に贈った日
全体

n
全体

％
男性
％

女性
％

いい夫婦の日（既婚者） 447 10.3 21.2 2.7

愛妻の日（既婚者） 447 6.9 13.0 2.7

バレンタインデー 1100 7.5 10.4 4.7

ホワイトデー 1100 7.3 12.1 2.5

国際女性デー 1100 4.0 5.9 2.2

直近に贈った日
全体

n
全体

％
男性
％

女性
％

いい夫婦の日（既婚者） 447 7.2 14.7 1.9

愛妻の日（既婚者） 447 6.5 11.4 3.0

バレンタインデー 1100 5.4 7.5 3.2

ホワイトデー 1100 5.7 8.2 3.2

国際女性デー 1100 3.7 5.7 1.8

来年に贈りたい日
全体

n
全体

％
男性
％

女性
％

いい夫婦の日（既婚者） 447 11.9 21.2 5.3

愛妻の日（既婚者） 447 6.9 13.6 2.3

バレンタインデー 1100 9.5 11.4 7.6

ホワイトデー 1100 8.4 12.5 4.3

国際女性デー 1100 8.2 11.0 5.4

6. プロモーション効果検証



⚫ いずれの記念日も過去は男性への質問となっていたため、男性のみで経年変化をみた。
⚫ 購入意向（来年／今年贈りたい）を見ると、既婚男性の「いい夫婦の日」「愛妻の日」のスコアが

上昇している。バレンタインやホワイトデーは過去には贈ったが今後の購入意向はさほど上昇していない。
⚫ 既婚者にとっては、若者や女性同士で盛り上がるバレンタインデーよりも、夫婦の日や愛妻の日が花贈りの

機会として注目されつつあるといえるだろう。
⚫ 国際女性デーは女性での認知は伸びているが、男性の購入意向は上昇していない。

注：いい夫婦の日は2021年から、愛妻の日は2020年からの質問。いずれも2021年から既婚者に質問した。
2020年以前は、各記念日は男性全体への質問だったため、男性のスコアを一覧にした。
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単位：％【男性／経年変化】（FV認知者 男性 MA）

男性の購入率、購入意向 推移
（男性のスコア）

2011年 2020年 2021年 2022年 2023年
21/23
年比

男性（既婚者） n 219 335 184

過去のいい夫婦の日（11/22）に贈った 16.9 13.4 21.2 7.8

昨年のいい夫婦の日に贈った 10.0 12.2 14.7 2.5

来年のいい夫婦の日に贈りたい 25.1 14.6 21.2 6.6

男性（既婚者） n 217 219 335 184

過去の愛妻の日（1/31）に贈った 9.2 6.4 6.9 13.0 6.1

今年の愛妻の日に贈った 8.3 10.0 8.7 11.4 2.7

来年の愛妻の日に贈りたい 28.6 14.6 10.4 13.6 3.2

全体 n ※n不明 518 518 1082 546

過去にバレンタインデーに贈った 7.9 10.8 10.2 8.1 10.4 2.3

今年のバレンタインデーに贈った 3.7 7.5 6.4 6.2 7.5 1.3

来年のバレンタインデーに贈りたい 12.4 15.1 13.1 10.3 11.4 1.1

バレンタインのお返しとしてホワイトデーに贈りたい 40.9 32.4 25.9 15.8 14.3 -1.5

全体 n 518 518 1082 546

過去のホワイトデーに贈った 12.7 13.1 8.3 12.1 3.8

今年のホワイトデーに贈った 8.1 6.0 7.2 8.2 1.0

来年のホワイトデーに贈りたい 21.2 18.7 10.8 12.5 1.7

全体 n 1082 546

過去の国際女性デーに花を贈った 6.5 5.9 -0.6

今年の国際女性デーに花を贈った 5.5 5.7 0.2

来年の国際女性デーに花を贈りたい 9.1 11.0 1.9

各記念日ごとの花の購入率、購入意向

6. プロモーション効果検証



⚫ 性別でみると、「プレゼントする相手が花が好きだから」は男性の65.7%が回答。男性はその他「WEBなど
で花をプレゼントすると喜ばれるという話を読んだ」が30.0%と女性を大きく上回る。

⚫ 40代で「プレゼントする相手が花が好き（76.0% ）」が高くなっている。20代では「相手からお願いされた」
32.3%のほか、マスメディアやSNSによる後押しが気軽な花贈り行動につながっている傾向が見られる。

51.6

32.3

25.8

29.0

25.8

19.4

9.7

6.5

3.2

0.0

52.8

19.4

22.2

25.0

25.0

13.9

13.9

2.8

5.6

0.0

76.0

16.0

28.0

16.0

24.0

8.0

16.0

4.0

8.0

0.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

1.プレゼントする相手が花

が好きだから

2.プレゼントする相手から

花がほしいとおねだりさ…

3.花店の店頭のポスターや

POPを見て、花を贈る日…

4.テレビ、ラジオ、新聞な

どのメディアで花をプレ…

5.WEBニュースやブログな

どで花をプレゼントする…

6.SNSで著名人やインフル

エンサーが花をプレゼン…

7.SNSで知り合いが花をプ

レゼントしている様子を…

8.近しい友人や同僚から花

をプレゼントしている話…

9.農林水産省が「花を贈っ

て」と発信している…

10.その他（具体的に）

1.２０代 2.３０代 3.４０代

65.7

24.3

22.9

22.9

30.0

12.9

12.9

1.4

2.9

0.0

36.4

18.2

31.8

27.3

9.1

18.2

13.6

13.6

13.6

0.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

1.プレゼントする相手が花が

好きだから

2.プレゼントする相手から花

がほしいとおねだりされ…

3.花店の店頭のポスターや

POPを見て、花を贈る日だ…

4.テレビ、ラジオ、新聞など

のメディアで花をプレゼ…

5.WEBニュースやブログな

どで花をプレゼントする…

6.SNSで著名人やインフルエ

ンサーが花をプレゼント…

7.SNSで知り合いが花をプレ

ゼントしている様子を見…

8.近しい友人や同僚から花を

プレゼントしている話を…

9.農林水産省が「花を贈っ

て」と発信している…

10.その他（具体的に）

1.男性 2.女性

男性：n =70、女性：n=20 20代：n =31、30代：n=36、40代：n=25

単位：％単位：％

3-1. プレゼントに花を選んだ理由

Q10 Q8で、昨年のいい夫婦の日、今年の愛妻の日、バレンタインデー、ホワイトデーのいずれかに
「花を贈った」とお答えの方に伺います。プレゼントに「花」を選んだ理由を教えてください。
（いずれかの購入者 n= 92、MA）

【性別】 【年代】

1.プレゼントする相手が花が好きだから 6.SNSで著名人やインフルエンサーが花をプレゼントしている
様子を見て良いなと思ったから

2.プレゼントする相手から花がほしいとおねだりされたから 7.SNSで知り合いが花をプレゼントしている様子を見て良いなと
思ったから

3.花店の店頭のポスターやPOPを見て、
花を贈る日だと気づいたから

8.近しい友人や同僚から花をプレゼントしている話を聞いて良いなと
思ったから

4.テレビ、ラジオ、新聞などのメディアで花をプレゼントすると
喜ばれるという話を聞いたから

9.農林水産省が「花を贈って」と発信しているニュースを見たから

5.WEBニュースやブログなどで花をプレゼントすると
喜ばれるという話を読んだから

10.その他（具体的に）
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⚫ 性別で見ると、女性で「もっと自由に気軽な気持ちで贈ってよい(40.3%)」「一輪だけ贈ったり贈られたりも
素敵(30.7%)」「すごくロマンティックな行為(27.8%)」「サプライズで贈りあうのは素敵(24.4%)」などが男性を
大きく上回った。男性は「あてはまるものがない」が39.2%でもっとも高い。

⚫ 年代別では、年齢が高いほど「もっと自由に気軽な気持ちで贈ってよい」 という気持ちが強い。20代で
「すごくロマンティックな行為(25.9%)」 「特別なタイミングに贈るもの(20.7%)」「花言葉が気になる(19.3%)」が
他の年代より高め。気軽さを重視しつつも、特別な意味やストーリー性を求める一面がうかがえる。

30.6

20.7

10.5

19.3

25.9

9.9

11.3

20.7

16.5

19.6

10.7

34.2

36.3

19.8

10.0

15.7

23.0

7.3

11.4

20.1

16.8

16.8

6.5

30.9

40.2

17.4

6.0

11.7

22.8

16.0

10.6

22.3

12.8

19.0

8.7

34.0

0.0 20.0 40.0

1.花はもっと自由に気軽な気持ちで

贈ってよいと思う

2.花は伝えたい気持ちや想いをこめ

て、特別なタイミングに贈るものだと

思う

3.花を贈ることは気持ちがこもりすぎ

るようで、ギフトとして少し“重たく”感

じる

4.花を贈る時、もらった時に「花言

葉」が気になる

5.花を贈ることはすごくロマンティック

な行為だと思う

6.花は気の利いた手土産だと思う

7.花をプレゼントする際は、花とス

イーツ、花と雑貨など、何かとあわ

せて贈りたい

8.花は一輪だけで贈ったり贈られた

りしても素敵だと思う

9.大切な人同士、花屋さんで一緒に

花を選ぶのも素敵だと思う

10.サプライズで花をプレゼントする

こと、プレゼントされることは素敵だ

と思う

11.花をプレゼントした時の相手の反

応を楽しみに思う

12.あてはまるものはない

1.２０代 2.３０代 3.４０代

31.1

17.8

10.4

12.3

20.0

9.2

8.1

11.2

12.3

12.5

7.0

39.2

40.3

20.8

7.2

18.8

27.8

13.0

14.1

30.7

18.4

24.4

10.3

26.9

0.0 20.0 40.0

1.花はもっと自由に気軽な気持ちで

贈ってよいと思う

2.花は伝えたい気持ちや想いをこめ

て、特別なタイミングに贈るものだと

思う

3.花を贈ることは気持ちがこもりすぎ

るようで、ギフトとして少し“重たく”

感じる

4.花を贈る時、もらった時に「花言

葉」が気になる

5.花を贈ることはすごくロマンティッ

クな行為だと思う

6.花は気の利いた手土産だと思う

7.花をプレゼントする際は、花とス

イーツ、花と雑貨など、何かとあわ

せて贈りたい

8.花は一輪だけで贈ったり贈られた

りしても素敵だと思う

9.大切な人同士、花屋さんで一緒に

花を選ぶのも素敵だと思う

10.サプライズで花をプレゼントする

こと、プレゼントされることは素敵だ

と思う

11.花をプレゼントした時の相手の反

応を楽しみに思う

12.あてはまるものはない

1.男性 2.女性 単位：％単位：％

男性：n =546 女性：n=554 20代：n =363 30代：n=369 40代：n=368

3-2. 花贈り「共感できる」と思う項目

【性別】 【年代】

Q11 以下の項目で、あなたが「共感できる」と思う項目を選んでください。
（n= 1100、MA） ※2022年から設問を追加した。

1.花はもっと自由に気軽な気持ちで贈ってよいと思う
7.花をプレゼントする際は、花とスイーツ、花と雑貨など、何かと
あわせて贈りたい

2.花は伝えたい気持ちや想いをこめて、特別なタイミングに贈る
ものだと思う

8.花は一輪だけで贈ったり贈られたりしても素敵だと思う

3.花を贈ることは気持ちがこもりすぎるようで、ギフトとして
少し“重たく”感じる

9.大切な人同士、花屋さんで一緒に花を選ぶのも素敵だと思う

4.花を贈る時、もらった時に「花言葉」が気になる
10.サプライズで花をプレゼントすること、プレゼントされる
ことは素敵だと思う

5.花を贈ることはすごくロマンティックな行為だと思う 11.花をプレゼントした時の相手の反応を楽しみに思う

6.花は気の利いた手土産だと思う 12.あてはまるものはない
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Q11 以下の項目で、あなたが「共感できる」と思う項目を選んでください。
（MA）

⚫ 時系列で見ると、前回に比べ「花はもっと自由に気軽な気持ちで贈ってよい」が減少し、「あてはまるも
のはない」が上昇。

単位：％

3-2. 花贈り「共感できる」と思う項目

【経年変化】 ※2022年から設問を追加した。

花贈り「共感できる」と思う項目 2022年 2023年

花はもっと自由に気軽な気持ちで贈ってよいと思う 37.0 35.7

花は伝えたい気持ちや想いをこめて、特別なタイミングに贈るものだと思う 18.8 19.3

花を贈ることは気持ちがこもりすぎるようで、ギフトとして少し“重たく”感じる 9.3 8.8

花を贈る時、もらった時に「花言葉」が気になる 17.3 15.5

花を贈ることはすごくロマンティックな行為だと思う 24.0 23.9

花は気の利いた手土産だと思う 10.9 11.1

花をプレゼントする際は、花とスイーツ、花と雑貨など、何かとあわせて贈りたい 10.9 11.1

花は一輪だけで贈ったり贈られたりしても素敵だと思う 23.1 21.0

大切な人同士、花屋さんで一緒に花を選ぶのも素敵だと思う 15.5 15.4

サプライズで花をプレゼントすること、プレゼントされることは素敵だと思う 21.9 18.5

花をプレゼントした時の相手の反応を楽しみに思う 11.5 8.6

あてはまるものはない 30.4 33.0
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⚫ 今回、気軽なご褒美プレゼント需要について質問を追加したところ、「スイーツ」が44.5%でトップ。次いで
「外食・グルメ・飲酒」が34.5%と食関連のニーズが高いことが明らかになった。さらに「ファッショングッ
ズ」28.5%、「コスメ・美容グッズ」22.2%などが20%を超える回答。

⚫ 「花・観葉植物」に関しては全体で8.6%。

28.5

18.0

22.2

12.7

44.5

34.5

6.2

8.6

13.3

5.1

27.9

0.0 20.0 40.0 60.0

1.ファッショングッズ

（洋服、小物、バッグ等）

2.アクセサリー・ジュエリー

3.コスメ、美容グッズ

4.リラクゼーショングッズ

（アロマキャンドル、入浴剤、お茶等）

5.スイーツ

6.外食・グルメ・飲酒

7.インテリアグッズ

8.花・観葉植物

9.リラクゼーション、美容

（マッサージ、エステ、サウナ、温泉等）

10.その他

11.自分自身にプレゼントしたい

ものは特にない

単位：％

←１位

←2位

←3位

Q12.あなたは自分自身に「ちょっとしたご褒美プレゼント」をしようと思った時、
プレゼントしたいものを以下の中から最大５つ選んでください。 [MA] 。（n= 1100、5MA）

3-3. 自分へのちょっとしたご褒美プレゼント

【全体】 n=1100 ※2023年から設問を追加した。
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⚫ 性別で見ると、女性で「スイーツ」「ファッショングッズ」「コスメ・美容グッズ」「アクセサリー・ジュエリー」
「リラクゼーション・美容」などのスコアが男性に比べ大幅に高い。男性は「特にない」「スイーツ」「外
食・グルメ・飲酒」の順となっている。

⚫ 年代では、若い世代ほど「コスメ・美容」「ファッション」などが高く、「スイーツ」「外食・グルメ・飲食」は
上の世代でより高い傾向にある。

28.1

17.9

26.2

12.9

39.7

31.4

6.3

7.2

13.8

5.8

32.2

31.4

19.5

24.9

13.3

46.3

31.7

6.0

8.4

11.4

4.3

27.1

25.8

16.6

15.5

12.0

47.3

40.5

6.3

10.3

14.7

5.2

24.5

0.0 20.0 40.0 60.0

1.ファッショングッズ

2.アクセサリー・ジュエリー

3.コスメ、美容グッズ

4.リラクゼーショングッズ

5.スイーツ

6.外食・グルメ・飲酒

7.インテリアグッズ

8.花・観葉植物

9.リラクゼーション、美容

10.その他

11.特にない

1.２０代 2.３０代 3.４０代

18.9

11.5

9.5

9.2

35.7

33.3

5.5

8.4

8.1

7.0

37.2

37.9

24.4

34.7

16.2

53.1

35.7

6.9

8.8

18.4

3.2

18.8

0.0 20.0 40.0 60.0

1.ファッショングッズ

2.アクセサリー・ジュエリー

3.コスメ、美容グッズ

4.リラクゼーショングッズ

5.スイーツ

6.外食・グルメ・飲酒

7.インテリアグッズ

8.花・観葉植物

9.リラクゼーション、美容

10.その他

11.特にない

1.男性 2.女性 単位：％単位：％

3-3.自分へのちょっとしたご褒美プレゼント

【性別】 【年代】

※2023年から設問を追加した。

Q12.あなたは自分自身に「ちょっとしたご褒美プレゼント」をしようと思った時、
プレゼントしたいものを以下の中から最大５つ選んでください。 [MA] 。（n= 1100、5MA）

1.ファッショングッズ（洋服、小物、バッグ等）
2.アクセサリー・ジュエリー
3.コスメ、美容グッズ
4.リラクゼーショングッズ
（アロマキャンドル、入浴剤、お茶等）
5.スイーツ
6.外食・グルメ・飲酒

7.インテリアグッズ
8.花・観葉植物
9.リラクゼーション、美容
（マッサージ、エステ、サウナ、温泉等）

10.その他
11.自分自身にプレゼントしたいものは特にない

男性：n =546 女性：n=554 20代：n =363 30代：n=369 40代：n=368
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資料Ａ 回答者フェース項目・単純集計表

49.6 50.4

■性別 1.男性 2.女性

16.5 16.7 16.9 16.5 16.8 16.7

■年代(5才刻み) 1.20歳～24歳 2.25歳～30歳

3.30歳～34歳 4.35歳～39歳

5.40歳～44歳 6.45歳～49歳

(％)

4.6

6.6
42.5 14.7 15.9

6.0

2.4
7.3

■地方 1.北海道 2.東北地方 3.関東地方

4.中部地方 5.近畿地方 6.中国地方

7.四国地方 8.九州地方

59.4 40.6

■未既婚 1.未婚 2.既婚

30.8 69.2

■子供の有無 1.子供有り 2.子供無し

2.3

0.5
19.5 10.5 11.8

3.5

1.8
12.4 15.8 7.0

13.6

1.3

■職業 1.公務員 2.経営者・役員

3.会社員(事務系) 4.会社員(技術系)

5.会社員(その他) 6.自営業

7. 自由業 8.専業主婦(主夫)

9.パート・アルバイト 10.学生

11.無職 12.その他

16.2 16.7 16.7 16.8 16.8 16.7 

■性年代 1.男性 20代 2.男性 30代

3.男性 40代 4.女性 20代

5.女性 30代 6.女性 40代

(3) F3.都道府県...(SA)

No. カテゴリー名 ｎ %

1北海道 51 4.6

2青森県 12 1.1

3岩手県 10 0.9

4宮城県 21 1.9

5秋田県 8 0.7

6山形県 12 1.1

7福島県 10 0.9

8茨城県 23 2.1

9栃⽊県 10 0.9

10群馬県 11 1.0

11埼玉県 105 9.5

12千葉県 54 4.9

13東京都 153 13.9

14神奈川県 108 9.8

15新潟県 26 2.4

16富山県 10 0.9

17石川県 3 0.3

18福井県 4 0.4

19山梨県 3 0.3

20長野県 15 1.4

21岐阜県 13 1.2

22静岡県 21 1.9

23愛知県 62 5.6

24三重県 8 0.7

25滋賀県 10 0.9

26京都府 29 2.6

27大阪府 68 6.2

28兵庫県 47 4.3

29奈良県 10 0.9

30和歌山県 11 1.0

31鳥取県 8 0.7

32島根県 5 0.5

33岡山県 19 1.7

34広島県 25 2.3

35山口県 9 0.8

36徳島県 4 0.4

37香川県 9 0.8

38愛媛県 7 0.6

39高知県 6 0.5

40福岡県 29 2.6

41佐賀県 3 0.3

42長崎県 9 0.8

43熊本県 9 0.8

44大分県 3 0.3

45宮崎県 9 0.8

46鹿児島県 7 0.6

47沖縄県 11 1.0

全体 1100 100.0
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■お問合せ先

一般社団法人 花の国日本協議会（FJC） 事務局

〒106-8587 
東京都港区南麻布1-6-30 5F

TEL:03-6555-3839 FAX:03-5656-0120

e-mail:  info@hananokuni.jp

フラワーバレンタイン公式サイト https://www.flower-valentine.com/
花の国日本協議会公式サイト https://hananokuni.jp/

ワーキンググループメンバー

プロジェクトリーダー 小川（花の国日本協議会）
パーク・コーポレーション 酒井・森
日比谷花壇 千島
第一園芸 佐藤
花キューピット（株） 三⽊
大田花き 榎本・西村
花の国日本協議会事務局 鹿子⽊・新井


